
φ12mm、深さ 38mmの下穴を
あけて、RCアンカーを打込み
ボルトで固定してください。

φ8.5 ～ 9mmの貫通穴をあけて
穴にパッキンを貼ってからボルトを
ゆっくり入れて締付けてください。

HP－1     60mmまで　M8×75
HP－1B　80mmまで　M8×95

工具は、ボックスレンチ等をご用意ください。 HP－12、13は防水コート付ネジ。HP－14は防水パッキン付です。市販品を用いる時は防水シーリング等の処置を施してください。

工具は、ボックスレンチ等をご利用ください。
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φ6mm、深さ 85mmの下穴を
あけて、コーチスクリューで
固定してください。

外壁材の奥にある鉄骨ネジを
効かせたい場合ネジの L寸法を
変えれば、同様の方法で取付ける
ことができます。

φ3mmの下穴をあけて TPネジ
5本で固定してください。

テクスネジ 5本で支柱へそのまま
固定してください。

※ベースのセンターの丸穴を5つ
   利用します。

※壁厚が30mm以上の場合はネジ
   が木部に25mm以上有効になる
   ようにネジ L寸を選んでください。

※ALCの厚さは75mm以上必要です。

※ベースの2ケ所の長穴と、センター
   の丸穴の上から3つ目（少し大きい）
   を利用します。

詳しい取付け条件や、施工方法は
パーツ品に添付されている説明書
をご覧ください。

躯体に取付けたベースに、本体を
合わせて当てがったまま、側面から
六角ボルト 4本でしっかり取付けて
ください。

最後に、製品が確実に取付いている
ことを必ず確認してください。

※同梱の取扱説明書は取付け終了後、
   施主様へお渡しください。

以上で終了です

①六角ボルトを使用する場合は、ベースのツバが邪魔になり
   ますので、ボックスレンチ等をご使用ください。

②雄ネジタイプのアンカー等を使用する場合、壁面からの
   ボルトの出寸法は 20 ～ 25mmの範囲にしてください。
   25mm以上となりますとネジが本体に当たってしまいます。

③カタログ品以外のボルト類を使用する場合、ボルト径は
   M8、M10、W3/8 をご使用ください。

●お取付けになる前に・・・
（手すり高さ 1100mmの時の取付け例）

●寸法図●部品一覧

取付説明書

●完成納まり図

ホスクリーン ＤＳ２型
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（2 本入梱包内容）

※支柱の厚みは 2mm以上必要です。

※ベースのセンターの丸穴を 5つ
　利用します。

下記のネジは一般規格品が使用できます。
HP－6 HP－12 HP－13 HP－14HP－5BHP－1

支柱取付パーツ
記号
名称

ベースの取付
ジカ付パーツ（コンクリート）

使用するパーツのものを下図より選んで、ベースを取付けます。　※DS2 型に使用できるホスクリーン取付パーツは下記のみとさせていただきます。

ジカ付パーツ（木造） 支柱ジカ付パーツ

非常口、避難ハッチ等の妨げにならない場所にお取付けください。注意 1 注意 2 高所での作業は部品等の落下に十分注意してください。

ジカ付パーツ（木造間柱） ALC 付パーツ
HP－1B

平座金

250

防水
パッキン

■正しく施工して頂
   く為に必ず取付説 
   明書をお読みにな
  り、順番に従って
  お取付けください。

■本製品には、躯体
   に取付けるための
   ネジ・パーツ類は
   含まれておりませ
   んので、取付パー
   ツは別にご購入く
   ださい。

本体取付ネジ
M5×12
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37.5

ベース

20 ～ 25mm
（M8、M10又はW3/8）
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本体の取付2

取付後の点検3
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